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A伝たることを失わない， メーリ Yグ、F.Mehring (1846-1919)の「カー ノレ・
7 ノレクァ、」“KarlMarx"の第15章(終草〕は I最後り10年閣」と題されてい
て Iマノレクスは， 1873年末，イ Yターナシ三ナルの最後のけいれんりやんだ
あと，自分の仕事部屋にLりぞいた。 かれD最後の10午間は， <緩慢な死〉
だといわれてきたが，それは大きな誇張であるJ"という書き出しで，始められ
ている。カ-E. H. Carr (l892~ )の「カール・マルクス」“KarlMarx 
A Study in Fanaticism" (1934)は，マルクス主義者でない著者によるマルク
ス伝の秀作であるが， その終章「オーノレド・ニック」にはマノレクスはハー
グにおける犠牲の多かった勝利 (インター ナショアノレ，ハー ダ大会.1872年9月，
。アヲン/ツ メー リング，栗原佑訳「カー ル・円レクス」賠2巷，大月書脂，昭和28年.240べ
ジー。
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2) E. H カー，石主良平訳「カール マルクス]未来社，昭和31年， 382ヘー ク
3) H. Collins and C. Ahramsky， Karl Marx and the British Labour Movement， 1965， 
pp. 296-98 






































8) マヅクス ウェー バー ，林道義訳「ロジア革命論J福村出臣，昭和44年。林道義「ウェーパ
社会学の方法と構想」岩波書庖j 昭和45年，第2部。同「スタ リェズムの歴史的根源」御茶の
水書房1 昭和4R年.桂部幸隆，マックス・ウェ バ のロジア草命論， と下， ，思想」昭和44































ている。ホブズポーム，市川泰惜郎訳「共同体の経済構造」未来社，昭和44年〔原書， 1964)， 57 
ベー ジ。
12) ェγゲルス研究については，杉原因臥ェソゲルス研究の動向， i恩想」昭和45年3月号。問，
究ソゲノレスり統 的全体障をも之めて 上・下， i思想!昭和45年11月， 12月号@同， I共産主
義の原理」小論， I現代と思想J，昭和45年10月号を事照.
13) Cf. H. Collins and C. Abramsky， ot. cit. Chap， XIV， Xv. 
14) Iイギリスの労働者階級は184&年以来， しだいに腐敗の度をふかめてきて，いまではついに大
自由党の尻尾 すなわち資本家たもの党の下男 Knechtにまで，たりさがってしまった 」





(1) マルクスは， 1872年 7 月 ~1873年 6月に資本論」第 1巻のドイツ語

















ラγス語臣「費本論」第1巻第1章「商品J0)研究 ドイツ語本文との比較対照 ， ，三田学会
雑誌」第64巻2"3合併号，はテーマの部分についてフランス語版に対して低い評価を下してい
る。フランス語版の成立事情については，ア グヱ ウローユヴァ，豊川卓二訳1 マルクス[";資
本論」第1巻のアランス語版の歴史から， ，社会科学」昭珂41年3月号， がある。，資本論」
第1巻を総括する結論部は「近内的植民理論」ではなくて， ，資本制的蓄積の歴史的傾向」であ
るはずだ，として両者白順序を入札かえるリェベール M.Rubelの主張 (Oeuvresde Karl 
Marx，孟conomie!， Pleiacle， 1965， pp. 541， 1705一回〉は，興味ぶかいが， 杉原四郎氏は賛成
を保留し(1剖6年1月 1867年9月，経済学史学会編，1資本論』の成立」岩波書信， 334ベ ジ〉
平田清明氏は批判的である。(，経演学と歴安認識 I461-62ベージ〕ョしかし両氏ともリュベ ル
の主張をたんに無根拠としているのではない。なお， Karl Marx， Das Kapital， Bd. 1， Mit 
einem Geleitwort von Kar1 Korsch， 1969 は第2版を底本として，第3版，第4版の異文を
欄外に添えている。
16) ，マルクス=エンゲルス全集J大月書居，第2C巻， 9ペー ジロ
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Sonderausgabe， 1935. (エンゲノレス死後40年を記念して，反デュ リング論と自然弁
証法関係論稿を収む〕に， Karl Marx， Randnoten zu Duhrings Kritische Ge-
schichte der Nationalokonomieとして載せられている (Ibid.，55. 341~71)o 編
者註によれば， 11877年はじめに執筆， 2冊のノートの草稿ひとつと決定格」と
があり，いずれも自筆稿。 1最終稿を印刷し」草稿異文の重要なものは H"
H， (ノート番号〉として脚註に記してある (Ibid.S. 3胡〕。
l¥1EGA所収のマルクス稿と現行版 (MEW，Bd. 20， 5S. ~10-34.) を対照する
と，つぎのことがわかった。 (1) マルクス稿は全体を7節にわ円ていたがベ
現行版では節への区分がなくなっ℃いる。 (2) 現行版の書き出しのバヲグヲフ
および最終パラグラブは7 ノレグス稿にはなし、。 (3) 重商主義，ベティに関して.
マノレク λ荷にあって，現行版にはない個所がある問。 スチ A アートに関する言
及がちがった場所でおこなわれている叫。経済表の説明にも異文がある。措辞
17) 同上， 17へ久
18) 1口asgTiechische Altertum， I. Der Merkantili::;皿山， IIL Vorgange und Anzcichcn 
einer rationelleren Wirts】haftsleme.Petty， Boiguil1bert und Law. Wieder Petty， Lロ，ke
und North und alles was sich bei Duhring von 1691 bis 1752 ereig閉じ DavidHumc， 
V. Die Physiokratie， No. 1， Bei.， unter-und vorlaufige uber das Tableau economique， 
No. 11， MaBgebendes ub町 dasTableau ecollomique， Kurzer Aufochlus uber das， wo.s bei 
Quesnay selbst das Tableau economique bedeutet， Ruckkehr zum Gewaltsmenschen Du 
hring， VI. Adam Smith. VII. End mi! Schrecken フγパ IVの付号は原稿自体に欠叶
ている.なお• MEGA版にはマルクスの草稿第1ベー ジの写真が，MEW版には，マルクス
の決定捕の第1ベ ジ0)写真が添えられているが，MEWの邦訳にはない。
19) MEG A， S.344の第1パラグラフ， S. 345の15-28行。
20) MEGAでは S.352，ロック， ノー λのあとでヒュー ムのまえ。 MEWでは重農学派のあ










の仕上げの歴史からJ10. T. XapIITOHOB， 113 MCTOpMM pa3pa6oT悶 MapKC日CT.
CKofi 3KOHOMHQeCKOU TeOpHH (<BOnpOCbt ucmopuu>> No. 2， 1956.は， ドイツ
語訳があり，，， 副島種典氏による紹介と部分訳もある却。最近のものとしては
グリゴリヤンiW資本論』第2部の手稿に関する問題によせてJG.M. rpMrop回 H，
K Borrpocy 0 pyKOnJ.fCRX 1 TOMax“Ka問団団"がある，，，。グリゴリヤンの論
文は，モスクワのマノレク只・レーニン主義研究所<D"<ノレタス・ェy ヶソレス著作
部門のプレチンに載っていて， ロシア語版マルクス・エンゲル^著作集 Co四-








21) J T. Charitonow， "Aus der Geschichte der Ausarbeitung der ma口nstωchenokonomis 
chen Theorie“，品zり'et-uJ山 enschaft，No. 6， 1956， SS. 733-:17 
22) 副島種奥，マルクス「資本論」第2巻について その完成のため(1)~:/ゲルスの働きにかん
するハリトノフ四研究. i，経済評論J1957午4月号.129一四ページ。
23) I1HCTHTyT MapKcH3Ma.JleHHHH3Ma n戸iU，K KflCC， Hay'lflo.wiCtopAWf{l.叩 FUtbta6rO.lt.ltemeH.b 
ceKmopa npou3tJedeH.uii K. Map叫 auφ 3U2e.ll町 a，No. 19， 1970， CTp. 169ー76
24) Cf. ApXU6 Mapκ'00 u .9U2e.ltbCa， T.I (VII)， 1田3
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て表をつくるとつぎのごとくである。
グリゴリヤ y
大いさ 1 執筆時期 大いさ l執筆時期 摘要




第 7稿 I~甥7 岡部官官り[ 2敢 ICEe[ilJt，) |をE使ほ用とんど全部
吋 I;，~1~701 |捌枚 11880~81年 lE約批使用
表中のMはマノレクエ Eはヱンゲノレヰ。エンゲノレス欄の大いさのベージは3
もちろんマルクス手稿のノートのベージ数であるが， グリゴリヤン欄の「枚」


















1"-'第 4 稿と第 5~第 8 稿との 2 つのグノレ プにわかれ，第2グノレープが「晩
年のマノレクス」に属するから，晩年のマノレクスのもので，公刊されていないも
のは， .比較的わずかである。グリゴリヤγは，エYゲノレスが述べている 8つの
手稿のほかに， M' L研究所は 5つの手稿を所蔵していることを述べているが，








25) ハリトノフも「資本論」第 2部の第 5~第 8稿は1877-81年に書かれたとしている~ Bonpocbt 
Hω-ZOpUll， No. 2， 1956， CTp. 45. ME阪の年譜 Bd.19， S.614 では，第 8稿は18回年1~12
月である。アムステノレダ人自社会史閏際研究所の「マルクス zγゲルス遺稿目嘩」では，第8稿
は目録番号 A 69，エンゲルス序文と同じ(187&年以後とな令ている，MEW， ハリトノフ，グ
リヅリヤソのいずれも，日付推定変更町論拠を挙げていない白で，いずれが正しいのか，訣定し
に〈い.一般に，晩年のマルクスの手稿やノ ト類¢作成が，MEW<v巻末年譜では Karl




26) C. M. rpllrop回 H，ma.M :JICe， CTp. 172 
27) Oeuvres de Karl marx， EconOlπie I， 1968， p.502 






















2的 Ib，瓦， p. 1738 
2町 H.r. I{田 bMHHa，Pa60Ta 9'Hr回 bcaHa，.n: no，!l;I'O叩 ""0員K悶，aH町oTpCTbCI'O TOMQ ((KanHT3 
居卸 MapK回， [13 ucmopua Map1CCU3.Ma;1961， CTp. 3子6-404.豊川卓三訳，エンゲルスの「資
本論」第3巻刊行準備作業について. ，静岡大学士理学部研究報告，社会科学」鮪13号， 196δ年
7月.8子109へージ。








号A71， A72， A73， A74， A75， A76， A77， A78， A79， A81と計10稿あ












ごろ執筆)， -tTλ リチへの子紙の 4つの「下書き」と「手紙」白体 (1881年 2
月末-3月8日λ ダユエリソン， ゾノレろどその他への手紙， ェンゲルスとの共同
署名の r~共産党宣言』ロジア語版序文」問 (1882午 1 月 21 日〕にみられ， 内容豊
32) 佐接金三郎，アムステルダム 社会史国際日研究所所蔵「資本論」関係資料について， r経済学
雑誌」第63:巻第2号， 1971年8月， 10-12ペ ジ参闘。ただA78は第3部第1章，第2章をふ〈
む1867/1回。年稿。リュベールは，プレイアード版「資本論J 第 3部「総過程の諸形態」を1匝4~
1875年とし亡し、る。。白川町 T.II， p.865 





社会史国際研究所に通ったとき， 1-マAクヌソゲノレス追稿目最」の A 114， V orwort zur 
IUSS. Ausgabe des komm. Manifests.のフォト コピーを借り出してみたが，これは署名だけ
がマルクヌ，エソゲクLメのそれぞれの自筆であり，本立は第三者の筆で障害されていた。内容は
MEW， Bd. 19， SS. 2.95→96 とまったく同文であった。 これは，エンケツレスがラヴロープに対
して， r，序文Jの返送を位萌した手紙く18821f4月10日付，AfEW， Bd. 35， S.302)に対するヲ
ヴロ フの返書(フラ γス語の短文， 1882年4月17日付〉に同封されていたものである。
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富ながら紙量は多くない。しかしロツア論閲保のマルクスのノ ト類はぼう大
Cある。
「マノレク月・ェンゲノレλ アノレヒ フJ<<Apx山 Maplccau 3nZe/lbCW)第11















ノレクスの μ シア・ノートのどれくらいにあたるかが分らなかったが， ソヒエト
の比較的あたらしいー論文によるとアノレヒ フ」第11~第13巻に印刷され
たのは保存されてレる抜すいのおよそ%である」聞という o そして， 第13
巻につづいてロシア関係に当てられると予告されていた第14巻はまだ刊行され
34) これらのノ トの士ざっぱな項目については，田中真晴，前揖書.12へ ジ注8)を参同咽
35) .このことは，マルクスがロシア語で書いている語には*印をつけるとし寸編集方針により，収
録ノ トをみる ζとによってわかる。
26) Iマルクス エンゲルス遺稿目録Jでは A.113， Notize，n uber d. Landreform 師 1in 
Russland. (Exzerpte ?)， deutsch u. russisch， 21S おた〈しが借覧を求めたとき， このフォ
ト コピー は紛失していた@
37) K. JI CeJJ田 HeB，Pyccl<He cODpeMeHHHKH 0 1<. MapKce H 3HreJlbCe， HCmopuR CCCP， No 
5， 1970， CTp. 126 










レーェ γ主義研究所刊の「マノレクエとエYゲルλ の蔵書』“EXLIBRIS Karl 
Marx und Rηedrich E:唱-els，Schicksal und Verzeichnis ez"ner Bibliothek)). 
1967劃の序文に「マルクスとェγゲノレス所蔵の再発見されたロシア語著作の目
録は近くモスクワにおいてソピエトの)-<ノレク九・レーュ γ主義研究所によ








回) K. Mapl<c.φ3刷 eAbCU P回 OA叫 UOftflaflPocc叩， 1967 は，nepenucfCa K. MapKca u 
φ 3fl~8!lbca c pyccκμ.MU nO/lamu<tecfCU~叫 ðe.即teAf!..ua. 1951 にくらべてマルクス， エソ
ゲルスとロシア人との往極書簡をより網羅的に収録している，(MEWの書簡部分は. ご〈一
部を除いては，第三者からのマルクス，エンゲルスに対する手紙を収録していなし、)0Pycc回目





ロフスキ の論説は収められていない，Hcmopufl CCCP， No. 5. 1970. CTp. 125-36の問書紹
介を参照w なお，アムステノレダムり社会史国際研究所の Ru剖 anSeries on Social Hist町yは
多くの基礎紫科の印刷を期待させるが， 既刊の“Bn甲ed:1873-1877"， Vol. I， I， 1970， 
はマルクスと関慌のふかかったラヴローフに関係している@





は， 表紙に Chronolog.Auszuge I.....IVと書いた。 この年代記ノートは「マ
ルクス・エンゲノレス・アノレヒーフ」第 5，6， 7， 8巻 (1938，1939， 1940， 1946年〕
にロシア語訳して発表された冊。そのうち， 15世紀末から30年戦争にいたる時
期のドイツ史に関する部分は Marx，Engels， Lenin， Stalin， Zur Deutschen 










40) アルヒーフ」第 5 巻の編者序言は，ノートが1870年代末~1880年代はじめに書かれたと推定
(Ta.M JfCe. CTp. iv)， MEW， Bd. 19 の巻末年譜では1881 年末~1882宇末 (SS. 621-22)とな
っている。 MEWその他，ふつう ζ¢年代記ノ トの範囲を，組元1世紀...17'世紀中葉として
いるが，じっさいには紀元前1世相から，である。
41) 香山陽平，マルクスの手稿 ChronolugischeAuszugeについて， I歴史学研究」第146号，晴
和日5年7月， 44-47ヘ クは.Iアルヒー フjの序文に拠る紹介である。マルク λの年代記ノ ト
作成の主たる典拠は， F. C. Schlosser， Weltgeschichte fur das deutsche Volk， Bd. 1-18. 









フスキ より1. iイ Y ド史年表J. i古代社会ノートJ Iメーン・ノートJ iフ
ィア・ノートJ Iラボザク ノートJ Iマエィ・ノート」をつくった仙。その
他にもまだノ ト類があるらしい。それらにおいてとくに重要なのは， コヴァ








論」の完成という 点にむ白けて， 目的合理的に組J織的にすすめられていた， と
は到底いえない。マルク λ 自身も I資本論」のために必要な廻り道をしてい
るのだ， と語ったばあいがあった船。 しかしェンゲノレスが，マノレクア、の遺稿を
43) 布村一央老マルクス 遺稿「共同体帥土地所有ノー 1.Jがめ〈 η て 「歴頃評論」第220号，


















MEW， Bd. 34 55. 370-72 岡崎次郎訳「資本論に関する手紙」法政大学出版局， 昭和42年，
2朗-92ベージ。ただしマルクスのいう「口実Jは，じっさいには徴抄で深刻なように居われる。
マルクスはェ γゲノレスに対しても「資本自むの進行について話さなかった。






















し、るであろう書きぬき」の存在を予想しているが. (前掲書 328ヘ ジ). 1884年1且28日のラ
ヴローフへの手紙になると， iロヅアや合衆国に関する諸書からの書き向き J は「第3巻
(第3部〉むためにど ζまで利用できるかわかりません。おそら〈は，これらを集めて独立の
書にまとめる方がよいでしょう.これらを『資本論』に組み入れる囲躍があまり士き日れば，き
っとそうなることになるでしょうJ (前掲書， 332べ ν〉と書いている。
